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変化がもたらす脅威と機会
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「クラウド」の時代に起きている変化

「クラウド」が注目を集める中、世の中では何が変わりつつあり、

それは企業にどのようなインパクトを与えるのでしょうか？

１-１．

スケーラビリティ？

コスト削減？

所有から利用へ？

企業に直接かかわることだけに注目するのではなく、もっと広い観点から
「クラウド的な技術やサービス」がもたらしつつある変化に目をむけて
みましょう
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情報共有が急速に進展１-２．

以前の常識

編集ソフトが
ないので
開けない

最近の常識

いつでも
どこからでも
表示・編集

できる
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テンプレートで簡単に画面作成

商品管理や売上げ管理もサービス内に
組み込み済み

決済処理も組み込み済み
カードでの商品購入にも対応

簡単に

個人でももうここまでできる１-３．

サイトの画面作成に専用ツールが必要

商品管理や売上げ管理には別のツール
が必要

決済処理はどうしよう？
カードで買ってもらうのはとても無理！

難しかったことが

古着やアクセサリーを売る
ネットショップを開きたい
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なにが変わったのか？１-４．

変わったのは、消費者のユーザー体験

「システムの都合」を意識することなく、
やりたいことに集中できるようになってきた （クラウド的ユーザー体験）

要約すると…

新しいユーザー体験従来のユーザー体験

• 負荷が集中すればシステムは止
まる、落ちる

• 作業はそのためのアプリとデータ
を入れたマシンでしかできない

• 新しいことを始めるには準備に時
間と手間がかかる

• 負荷やデータ量に関係なく、システ
ムはいつでも安定稼働

• いつでも、どこからでも、アプリに依
存せず同じデータが使える

• マシンやツールを用意する必要は
なく、やりたいことがすぐ始められる
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お客さまの体験の変化とその意味１-５．

日々繰り返し
体験

落ちない
遅くならない

いつでも
どこからでも使える

新しいことが
すぐできる

HITACHI   BLOG

日　 月　火　水　木　金　土

　　　　　　　　    1　2
  3　4　5　6　7　8　9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31　

海・旅・美味い物

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

HITACHI Net Shopp ing

御社のお客さまにも
同様な「体験」を

提供できますか？

提供できない企業は競争上
不利に…

脅威

クラウド的ユーザー体験が常識化
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企業内ユーザー（従業員）の生産性

生産性も同じくらい
向上できていますか？

？

従業員の体験の変化とその意味１-６．

オフィスでは…自宅では…

個人ユーザーの能率

他社に先駆けて実現できれば
優位に立てる

機会
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クラウド的ユーザー体験を実現するには

２
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クラウド時代に提供すべきユーザー体験２-１．

お客さまに対して 従業員に対して

いつでも、どこからでも

快適な環境で仕事ができる

新しい業務がすぐ始められる
（新市場・ビジネスチャンスを逃がさない）

システムの構築や更改によって
業務に支障を来たさない

いつでも迅速・快適に

サービスが使える

欲しかった新製品や新サービスが
タイムリーに提供される

HITACHI   BLOG

日　 月　火　水　木　金　土

　　　　　　　　    1　2
  3　4　5　6　7　8　9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31　

海・旅・美味い物

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

HITACHI Net Shopp ing
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体験提供のために必要なこと２-２．

業務に必要な環境が簡単に構築
できる

ITリソースを迅速柔軟に（必要なとき
に必要なだけ）入手できる

社内各所に散在する各種ITリソース
群を無駄なく活用できる

24時間/365日の安定稼働を少ない
手間で実現できる

業務部門のニーズ 情報システム部門のニーズ

いつでも迅速・快適に
サービスが使える

欲しかった新製品や新サービスが
タイムリーに提供される

いつでも、どこからでも
快適な環境で仕事ができる

新しい業務がすぐ始められる
（新市場・ビジネスチャンスを逃がさない）

システムの構築や更改によって
業務に支障を来たさない
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技術的要件は？

仮想化が大前提
サーバ、ストレージ、ネットワークといったITリソースを仮想化することで、

機器の物理的構成に制約されない柔軟な割り当て・再配分が可能になる

２-３．

ＶＭ ＶＭ ＶＭ ＶＭ ＶＭ ＶＭ

業務
システム

集約・抽象化・分割

業務システム 業務システム

サーバ ストレージ ストレージストレージサーバ サーバ サーバ

VM: Virtual Machine （仮想マシン）

特性の異
なる各種
IT機器

均質化さ
れた仮想
マシン
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仮想化導入には多くの効果がある反面、仮想化特有の課題も発生

仮想化導入における課題

お客さまが期待している仮想環境を実現するには

仮想化ソフトウェアと運用管理ソフトウェアの連携が効果的

13

２-４．

サーバ仮想化技術導入時の想定課題：回答企業数比率

0 10 20 30 40 50 60

その他の課題

投資効率関連の課題④

投資効率関連の課題③

投資効率関連の課題②

投資効率関連の課題①

運用管理関連の課題⑥

運用管理関連の課題⑤

運用管理関連の課題④

運用管理関連の課題③

運用管理関連の課題②

運用管理関連の課題①

互換性関連の課題③

互換性関連の課題②

互換性関連の課題①

性能関連の課題④

性能関連の課題③

性能関連の課題②

性能関連の課題①

信頼性関連の課題

導入予定企業の想定課題（n = 522）

性能関連の課題①

性能関連の課題②

性能関連の課題③

運用管理関連の課題①

運用管理関連の課題②

運用管理関連の課題③

運用管理関連の課題④

運用管理関連の課題⑤

運用管理関連の課題⑥

性能関連の課題

運用管理関連の課題

チューニング

障害対応 バックアップ

①論理サーバ（仮想マシン）を統合監視／運用ツールで管理できない

②障害発生時に問題の切り分けが迅速に行えない

③管理運用担当者の作業負荷が増す

④物理サーバのハードウェア障害が論理サーバ（仮想マシン）すべて
の障害につながるリスクを排除できない

⑤管理運用スケジュールが複雑になる

⑥論理サーバ（仮想マシン）のイメージを統合監視／運用ツールで
バックアップできない

①ネットワークの性能が期待通りに出ない

②論理サーバの性能が期待通りに出ない

③サーバリソース（CPUなど）の使用率が上がらない

出典： IDC Japan, 03/2008 

「2008年 国内サーバ市場 仮想化技術の導入動向調査」 （#J8070601） 転載禁止
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＜ステップ１＞

仮想環境における運用課題の解決

３
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運用 評価分析導入

①リソース使用状況の
把握によるサーバの
最適統合

①迅速な障害検知と
対処

②バックアップ運用
（負荷削減、データ量
の削減）

①リソースの
分析・チューニング

仮想環境の導入～運用～評価分析フェーズで実施するべきこと

仮想環境における運用管理の課題と要件３-１．
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仮想環境における運用管理の課題と要件

障害発生時の対応が難しい
•物理サーバと仮想マシンが混在しているため
障害発生箇所の特定が難しい

•障害対処による他の業務への影響有無と

影響範囲がわからない

●仮想マシン/物理サーバを
含めた正確な稼働状況の把握
と適切なチューニング支援

●仮想環境での統合監視

●迅速な影響範囲の把握と
問題箇所の特定

課題解決に必要な要件課題

●重複排除機能で
バックアップデータ量を削減

●負荷を抑えたバックアップ

バックアップデータの増加
•サーバ統合により、データ量が増加。今まで
以上にバックアップの効率性が求められる

•他の仮想マシンへの負荷が心配

期待通りの性能が出ない
•仮想マシンの監視だけでは実態がつかめない

●稼働監視環境の構築負荷
軽減

●動的に変化するシステムの

確実な稼働監視

サーバの最適統合
・サーバ統合にあたり現状を把握する必要が

あるが、システムに手を加えられない
・集約により大規模化・複雑化したシステムでは

運用環境の構築作業負荷が高い

３-１．

運用

評価分析

導入

運用
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管理者

サーバを統合するにあたり現在の稼働状況を
把握したい。

管理対象が増えるたびに
エージェントのインストール作業を
しないと管理ができない

これでは管理者の

負担が増える一方だ…

Before After

課題

１

３-２．最適なサーバ統合のための稼働監視

仮想マシン１ 仮想マシン２

稼働
情報

仮想マシン

追加

エージェントレス

JP1/Performance Management

エージェントレス監視
なので簡単に稼働監視を

開始可能！
ＩＴリソース集約のために現在の
稼働状況を把握したいが、稼働中
のシステムに手を加えられない

導入
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物理・仮想環境が混在し、動的に変化するため、
構成の把握や障害発生時の対応に時間がかかる。

Before After

課題

２

３-３．仮想環境での迅速な障害対応

ＶＭ ＶＭ ＶＭ

H ITACHI Net Bank

ＶＭ
ＶＭ

HITACHI Net Shop p ing

ＶＭ

HITACHI Net Shop p ing

あの業務アプリは

いまどこで稼働？

サーバにハード障害！
影響を受けるのはどの業務？

ＶＭ

HITA CHI Net Sho pp in g

業務への影響範囲を確認

障害が発生した 仮想マシン から、

影響のある業務をすぐに確認

障害物理サーバの特定

障害が発生した 仮想マシン から、

対策が必要な実際の 物理サーバ

をすぐに特定

JP1/Integrated Management

JP1統合コンソール

運用
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仮想化ソフトと連携し、柔軟に仮想環境の構成変更が可能。
また構成情報も自動で取り込むことができ、作業を軽減します。

仮想化ソフトウェア

（VMware® ESX、Hyper-VTM、Virtage）

仮想マシン 仮想マシン 仮想マシン

監視ツリー画面

仮想環境を業務視点で監視
するための監視ツリー画面を
自動作成可能。

●仮想環境構成の自動取得の例

仮想マシン
JP1/AJS3による業務実行環境追加

スケジュールによる
仮想マシンの自動追加
(JP1/AJS3＋仮想化ソフトウェア)

仮想マシン
追加

運用環境の構築負荷が高い３-３．

【物理サーバ】

JP1/IM - SCVMM

運用

Hyper-VTM環境については
JP1/IM-SCVMMで実現

Ｎｅｗ

JP1/IM - SCVMM：JP1/Integrated Management – System Center Virtual Machine
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サーバ統合により、データ量が増加。サーバ、ネットワークに負荷が
かかるため、今まで以上にバックアップの効率性が求められる。

バックアップデータの増加３-４．

課題

３

運用

JP1/VERITAS

仮想化ソフトウェア
バックアップサーバ

データの重複は
セグメント単位

で比較

セグメント単位で未格納データ
のみバックアップ

フルバックアップでも

差分バックアップでも効果的

ネットワーク

負荷も低減！

ストレージ

容量削減！

A B

重複データ

A B

OS OS
OS

重複排除機能により、格納されるデータ量を削減。
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仮想環境における負荷の掛からない効率的なバックアップ運用を実現

仮想化ソフトウェア
バックアップ

ストレージ

※1：JP1/VERITASの GRT(Granular Recovery Technology)機能で実現
Windows ServerのゲストＯＳのみ対応

仮想
マシン１

物理サーバ

仮想マシンからバックアップする構成では、従来の
物理環境と同じ運用ができますが、仮想マシンに
負荷がかかります。

仮想マシンの全体イメージがストレージ上に
イメージファイルとして格納されています。

仮想化ソフトウェア

仮想
マシン２

仮想
マシン３

仮想
マシン４

物理サーバ

バックアップ

リストア

物理サーバに可能な限り負荷を掛けずに
仮想マシンのイメージを直接バックアップ。

Point １

仮想マシンの全体イメージをそのまま

リストアすることに加え、全体イメージ内

から個々のファイルを抽出してリストア

でき柔軟な復旧が可能です。※1

Point ２

JP1/VERITAS
NetBackup/Backup Exec 

３-４．バックアップ時の他の仮想マシンへの負荷を軽減

運用

JP1/VERITAS
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仮想環境のバックアップもJP1で容易化

GUIによる直感的な操作で複雑な手順を介さずにバックアップが可能。
イメージ単位/ファイル単位、物理/仮想サーバ混在などのさまざまなケース
にも容易に対応可能です。さらに差分バックアップができるようになりました。

GUI上で直感的に操作可能！ユーザーデータであっても
ゲストOSを止めて静止状態作成

バックアップ対象エクスポート

エクスポートで作成された
ファイルをコマンドでバックアップ

・エクスポート領域見積もり
・時間がかかる

Hyper-VTM オプション

VMware® オプション
仮想マシンバックアップ

を適用すれば GUIでポリシーの
作成・実行が可能

●仮想化対応オプションを使用しない場合

わずかな手順で
かんたん実行

●仮想化対応オプションを使用した場合

・手動で実行

・OSを止めるタイミング

新たにAPIに対応したの
でエクスポート領域不要

※差分バックアップが可能になり
運用も楽に

３-４．

JP1/VERITAS

運用
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個々の仮想マシンの監視だけでは実態がわからず、
的確なチューニングができない。

Before After

課題

４

３-５．仮想環境でのリソース配分最適化

仮想マシン
VM1

単体で見ると

物理サーバ

仮想マシン
VM1

仮想環境

でも実は…

リソースに
余裕あり？

実はVM2とVM3に
余裕なし・・・

物理サーバ１

仮想マシン

仮想マシン１ 仮想マシン２

10％

90％

使用
リソース

未使用
リソース

余裕
なし

10％

70％

使用
リソース

未使用
リソース

30％

余裕
あり

仮想化ソフトウェア

50％50％

未使用
リソース

使用
リソース

物理サーバでは
まだ余裕あり

仮想マシン１と仮想マシン２の
リソース割当率の調整で解決！

JP1/Performance Management

評価分析
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日立社内の事例

■対象システム

日立社内で使用している業務システムのサーバ

■規模

サーバ数 約800台

■要件

・09年～12年の4年計画で、約800台のサーバを約300台に集約統合する。

・物理環境から仮想環境に移行するにあたり、各サーバをどのように
統合するべきかを検討したい。

・サーバ統合後に、定期的にリソースを監視し、必要に応じてリソースの
割り当て変更を実施したい。

３-６．
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日立社内の事例（概要）

システムの現状把握とITリソースプランニング

３-６．

概要

①物理サーバ上のOSの
パフォーマンス情報収集を行う。

②ゲストOS、LPAR上のパフォーマンス
情報収集を行う。

③仮想基盤であるVirtageの
パフォーマンス情報収集を行う。

④仮想基盤であるVMware® ESX 4.0の
パフォーマンス情報収集を行う。

⑤仮想マシンのバックアップを行う。

稼働監視マネージャサーバ

監視マネージャ

エージェント
レス監視

仮想化
基盤監視

物理サーバ

ゲスト
OS
or

LPAR

VMware®
ESX

Virtage

①
②

③

④

エンドユーザー/管理者
Web経由で稼働
監視情報を参照

稼働
情報

仮想環境

バックアップマネージャ

⑤
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日立社内の事例（アセスメント）３-６．

物理サーバ

仮想
マシン

エージェントレス監視

CPU
メモリー

稼働統計

仮想マシン
リソース割り当て

パラメータ

仮想
マシン

仮想基盤

①稼働統計データの取得
②リソースの割り当て

管理者
取得した稼働統計から
リソース割り当て値算出

仮想環境

仮想化移行

物理→仮想環境移行(アセスメント)
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日立社内の事例（リソース割り当ての最適化）３-６．

仮想環境

③仮想マシンの稼働統計取得

仮想環境運用（稼働データ管理）

エージェントレス監視

仮想化基盤監視

仮想
マシン

仮想
マシン

物理サーバ
(Virtage/VMware®)

CPU
メモリー

稼働統計

CPU
メモリー

稼働統計

④仮想基盤(物理サーバ)稼働データ取得

管理者/エンドユーザー
・稼働データを参照。
管理者
・リソースの過不足が認められる場合、エンドユーザー側へ
情報を展開し、リソース割り当ての変更を打診。
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■導入効果

・09年度削減実績は約200台。

・物理環境から仮想環境へのスムーズな移行を実現。

・サーバ統合後に、定期的にリソースを監視することで、
リソース割り当ての最適化を図ることができた。

日立社内の事例（導入効果）３-６．

■今後の予定

・重複排除機能によるバックアップディスクの削減。

・集約統合（約300台）の継続推進。
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＜ステップ２＞

クラウドに向けた
ITリソースのさらなる効率運用

４

© Hitachi, Ltd. 2010. All rights reserved.
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クラウド進展に伴う市場動向

ＩＴコスト削減を目的として、「所有」から「利用」へとユーザーの意識が変革。

クラウドの進展・普及は、短期的にはプライベートクラウドのニーズが先行し、

長期的にはパブリッククラウドが緩やかに浸透。

■クラウドを活用した企業ＩＴシステム

■企業内データセンタで起きる変化

４-１．

仮想サーバ

業務
（従来型）

物理サーバ ストレージ ネットワーク

プラット
フォーム層

業務
システム層

OS・ミドル

仮想サーバ

業務
（従来型）

OS・ミドル

仮想サーバ

業務
（サービス）

OS・ミドル

業務システム 業務システム業務システム

転
換

集約
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クラウド環境での運用管理の課題

31

Hyper-VTM VMware® Virtage

４-２．

仮想化されたリソースの稼働監視と割り当てを業務システム横断で実施し

ITリソースを最適化したい

プランニング リソース最適化

容量
監視

割り当て
計画

割り当て
実行

構成
変更利用

効率

課題

５

クラウド環境
(仮想化・統合化された
プラットフォーム環境)
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•業務システム横断でＩＴリソースを最適活用するために、『稼働監視
～割り当て計画～割り当て実行』といったライフサイクル管理を支援

•サーバ非依存な環境、ヘテロな仮想環境、マルチプラットフォーム
環境に対して統一的なリソース運用管理の提供

Virtage

LPAR

VMware®

・・・ LPARVM ・・・VM

容量
監視

割当
計画

割当
実行

仮想リソース

Hyper-VTM

統括的なリソース運用

【管理対象の仮想リソース】

<サーバ> VM型、LPAR型
<ネットワーク> LAN情報、仮想スイッチなど
<ストレージ> LU情報など

コンセプト

ＪＰ１がめざすＩＴリソース管理の概要４-３．

対象環境

VM VM ・・・
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希望リソース情報
・OS種別（希望OS/HyperViserなど)
･スペック(CPU/メモリー/ディスク)
・台数
・使用期間（いつから、いつまで）

開発部門（開発者）

①仮想マシン割当依頼

物理サーバ

ITリソースプール

②条件に合う仮想マシンを
載せられる空リソースを検索

③複数候補から割り当て
リソース を選択

④リソースを予約
（管理情報更新）

・構成
・使用状況
・予約

⑥予約時刻に仮想
マシン配備を実行

⑤仮想マシン配備を
スケジューリング

物理サーバ仮想サーバ
イメージ⑦配備完了の通知

⑧仮想マシン利用開始

ＩＴリソース予約/スケジュール管理の運用イメージ

運用イメージ

ＪＰ１

システム管理部門（管理者） JP1/ITRM(*)

* JP1/ITRM：JP1/IT Resource Management

JP1/IT Resource Management

４-４．
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複数の仮想化ソフトが混在する仮想環境を統一したオペレーションで管理。
運用サイクルのすべてをエージェントレスで実現できます。

混在する仮想環境を一元管理４-５．

準備期間と実際の
利用期間もひと目で把握

プロビジョニング
（保守予約）

利用する期間

ITリソース予約状況の一覧

リソースプールの貸し出し状況、
リソース使用状況を表示

仮想マシン総数

物理サーバ総数

ホーム画面

レポート画面

JP1/IT Resource Management



© Hitachi, Ltd. 2010. All rights reserved.

35

JP1のITリソース管理の特長４-６．

複数の仮想化機構・物理サーバが混在していても
一元管理できます。

情報収集・制御はエージェントレスで行います。

利用者からの要求受付から仮想マシンのリリースまでの
ライフサイクルに沿った運用を支援します。

スケジュール予約画面にて将来的なリソースの使用状況を
把握することができます。
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まとめ

クラウド的ユーザー体験を提供するためのシステム要件
仮想化によるＩＴリソースの迅速・柔軟な割り当て・再配分

仮想環境の効率的な運用のためのツール導入

ユーザー体験の変化は企業に脅威と機会をもたらす

クラウド時代に変るのは一般消費者のユーザー体験
「システムの都合」を意識する必要のないクラウド的ユーザー体験が常識化
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付録

© Hitachi, Ltd. 2010. All rights reserved.
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１３年連続
国内トップシェア
を継続中！

２００９年度シェア２７．１％

日経コンピュータ 2009年

第14回 顧客満足度調査

統合運用管理ツール部門

３年連続 1位

日経コンピュータ2010年2月3日号
第12回 パートナー満足度調査
ネットワーク/システム運用管理ソフト部門

３年連続 1位

中堅・中小企業に
おいても利用率
３年連続トップ！

[出典：ノークリサーチ 「2009年版 中堅・中小企業の
ITアプリケーション利用実態と評価レポート」（2009年10月）］

ＪＰ１の市場評価 ～シェア・満足度調査～

（運用管理/資産管理部門）

付録．
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IT資産管理

製品使用イメージをＷｅｂからスピーディ＆簡単体感

こちらから簡単に見られます
http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/jp1/demo/index.html

動画配信付録．
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JP1 News

（*1）「サキマカ」とは
JP1の『さまざまな』 『きのう（機能）を』 『マンガで』 『かいせつ（解説）』の略語です。

■サキマカJP1 Newsはこちら
http://www.hitachi.co.jp/soft/mail/jp1/special/

JP1に関する情報配信

JP1の最新情報をお届けします

サキマカJP1 News（*1）

■JP1 Newsはこちら
http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/open/mail/jp1/

メールサービスの
お申込みリンク

付録．



© Hitachi, Ltd. 2010. All rights reserved.

他社商品名、商標等の引用に関する表示

・JP1/Performance Management（JP1/PFM）には、他社からライセンスを受けて開発した部分が含まれています
・Microsoft, Hyper-Vは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
・VERITASおよびVERITASロゴは、米国Symantec Corporationの登録商標です｡
・VMwareおよびESXは、VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。
・Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。

•その他記載の会社名､製品名は､それぞれの会社の商標もしくは登録商標です｡

◇本資料に記載の仕様は、製品の改良などのため予告なく変更することがあります。
◇製品の色は印刷されたものですので、実際の製品の色調と異なる場合があります。
◇本製品を輸出される場合には、外国為替 及び 外国貿易法の規制ならびに 米国の輸出管理法規 など外国の輸出関連法規をご確認のうえ、

必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。
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